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半旬にわたり年によって異った経過をたどる。

4）第3回目の成虫羽化時期は9月第2半旬から10月

第4半旬にわたるが，年変動をみる。羽化成虫の性比は

初期には零を示し，その後漸墹し羽化末期には高率とな

る。畑也における産卵は9月第4半旬から10月第3半旬

にわたるが，年次差は少ない。

5）中生品種シ戸ガネを寄主とした場合には，年3回

の発生がみられ，発生回数の年次変動や発生遅延個体の

2化終總は起らないらしい。
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1化期ニカメイチュウ及びヒメノ､モグリバエに対する

粒状殺虫剤の田面処理効果について

１
１

I

＊望月正巳・＊常楽武男・＊*水上宗一郎・＊**永井勇三

（*富山農試・＊*福光農改・＊**新湊防除所）

殺虫剤の田面処理（或は土壊中への施用）によって二る効果を比較した。ニカメイチ

カメイチーウを防除する試みは，岡本．腰原（1959)，ユウの発蛾最盛期は6月7日で

堀口（1960)，その他の多くの人のBHC粉剤・水和剤あったが，発生が少なかったの
を主に使用した研究があるが，粒剤処理について叉BHで,6月7日～9日に各区の中
C以外の薬剤の使用についての報告はまだ少い。筆者等央株に82～108ケずつ孵化直前
は薬剤散布の労力軽減と効果の持続をねらう為には，粒卵を接種した。1区面祇'/3a,
剤を手散きする方法が最も目的に合致するのではないか田植は6月26日。
と考え，これの研究を進めているが，ここでば粒剤の殺その結果ニカメイチュウ被害
虫効果の程度，作用機構の一端，実用性等について明ら消長については,I．Ⅱ区の間
かになった点を報告する。に一定の傾向ある差が認められ

なかったので，平均値で薬剤間
I薬剤別効果比較 を比較すると第1図の通りとな

富山市太郎丸農試圃場に於て，アルドリン4％，デイる。即ち処理麓を同一にした場
ルドリン5％，ヘプタクロール5%A1tapulgite,同合，最も効果の高かったのはサ
VamicUlite(水面に浮く，他の粒剤は全て沈む）の4塩イメットであった。塩素剤の中
素粒剤及び有機燐粒剤としてサイメット5％を供試し，では，ヘプタカ鞭も有効であつ
10a当成分量6009を代かき時(5月25日）に施用し，た。VamiculiteとAltapulgite
閏植の為水を1度入れ換え，6月9日再施用したI区の間には大差はなかったが，
と，孵化初期（6月2日）に1回田面に手まきしたⅡ区Vamiculiteは1日位水に浮い
について，ニカメイチユウ及びヒメハモグリバェに対すているので，風のある時け師易
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1％1年7月1化期ニカメイチニウ及びヒメハモ〃リバーに対する粒状殺虫剤の田面処理効果について－11－

吹き寄せられ， 均一性を欠くうらみがあった。メットの粒剤について，潅漉水の深浅からこれを確かめ

･方法は水の笹理に注意すれば，田楢後孵化初

処理（土壊に混入しない）が良いと考えられ

ようとした。

水深管理や接菰を正確にする為1/別刷aワグネルポット

を使用し，無処理，ヘプタク匡一ル5％粒(Altapulgi-
te)サイメット5%粒の3処遜』を，それぞれ水深O～

0.5crnの洩水区,2～3crnの中深区95～6cInの深

水区に分け，9区3連どした。田植5月27日，1ポット

5点植え。6月6日10a当成分6009の薬剤を土壊表面に

ばら散いた。供試虫は室内採卵・孵化させた孵化直後の
幼虫を使用し，6月6日薬剤処理後に各ポットの中心株
に10頭ずつ接菰した。

その結果，被害茎数の消長は第2図の通りであった。
即ちへブタは淡水・中深・深水の各区の間にかなり明瞭
な差が認められ，浅水区では効果が劣った｡』特に薬剤の
作用の強い期間内と考えられる6月17日，28日の調査結
果ではこの傾向が一堀明らかであった。ところがサイメ
ットの場合は水深別の差は明瞭でなかった。

モグリバエについては， Ⅱ区は全般に発生量力皇

〕たが9I区では明瞭な差が認められた(5をも

これは産卵の多い下葉は，田櫛後しばらく薬剤

出した田水に接触している為と考えられる。効果

かつたと云う堀口（'60）のBHC粉土壊混入試

I合とは異る結果となった。ヒメハモグリの防除も

･える場合，田面処理の時期は早めて田植直後頃）

‘と考えられる。

;1表ヒメハモグリパ＝被害秦数(10'株当り）

吋"今諺蕃‘:：
区

－

1

Ⅱ

以上の事はヘプタの殺虫機織は薬剤の溶け出した水が

稲休外部に附蒲したり，葉鞘内側まで毛管現象により上
昇して虫体に接触する作用機構が主体をなす為，浅水で
,は効果が劣ったものと考えられる。しかしサイメット剤
の場合は根からの吸収・移行による効果が可成り大きい
為，水深によっての効果差が少なかったものと推察され
る。サイメットのニカメイチニウに対する根からの吸収
・移行による効果については，：良野避試（'59）の乳剤
に稲苗を浸根して有効であった成織等もあり，今後更に
庚用化試験も実施して検討式べきであろうざ
・両薬剤間の効果ばサイ､メットの方力塙かつたが，深水
になるに従ってその差がちじまっている。稲の生育は処

‘理区が勝り，無処挫区との間にかなりの差が認められ
た。

2水深との関係

田面処理された粒剤の作用機購としては，溢瀧水に溶
け出した薬剤が毛管現象等で葉鞘内の若令幼虫に直接接

触して効果を示す場合と，植物体P根から吸収・移行す
る場合の二者が考えられる。BH.C粉剤については堀口

('60）は前者によるとし,腰原･岡本r′61．'59)は後
者が生役であると報告している。鉦者等はベプタとサイ

2も3
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3 持続効果

・田面処理した粒剤の有効期間を知ろうとして，無処
理，ヘプタク鳫一ル5％粒(A1tapUlgite),サイメツト

5％粒の3薬剤区を,‘薬剤処理b当日接種,同1日後接
種，3日後接種，7日後接種，15日後接種の5接種区に
分け，15区2運としてニカメイヂi='ウの被害消長を調べ
た。1K2000aワグネルポッ‘ﾄを使用し,5月27B1ポッ

トの5点に稲苗を植えた。薬剤は6月4～13日に10a当
成分堂6009を土壊表面にばらまいた。供試虫は室内で
採卵･脳上させた孵化直後の幼虫を使用し，6月11～19

日に各ポットの中心株に10頭ずつ接種した。

調査結果ほ第3図に示したが，田面処理した薬剤の有
効期間はかなり長く，処理後'5日目接種区の場合でも有
効であった。施用当日接種区はかえわて初期の効果が劣
ったが，これは薬剤が水中に溶け出したり又根から吸

収･移行される剣に,ある程度の時間力泌要な為と考え
られる。’日後当7日後接種区は初期から比較的安定し
た効果があった｡I特に1日後接種区Iは効果が明瞭であつ

深水
5～6cm
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〔施用当日接穂〕
（
本
）
、 〔施用7日

後舜〕

5

I

’15日

後接賦〕

〔施用

］

4153149 617335192543

接菰後日数（日）

第3図接加時期別被害茎数

た。この試験は水管理の行き届いたポット試験である
が，実際圃場の場合も田水を出来るだけ入れ換えぬ様管
理をすれば，この程度の効果は期待出来そうである。

メツトは1509以上でかなり安定した効力を示し，実用

性について期待出来た。

圃場試験ニカメイチュウの被害の多い西砺波郡福

光町の早植地帯に於て，ヘプタクロール15％粒(Vami･

culite)を卵化初期に当る6月4日（発蛾最卿腓6月

7日）に,10a当成分壁1509･3009.600g田面処理し

た。比較のDEP50%乳500倍区は6月18日に10a当8019

7月3日同1002の2回散布。田植5月5日。L区'/3a,
3連とした。
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4処理量

室内試験ヘプタクロール5％粒(Altapulgite),
サイメット5％粒を使用し，水に溶け出した薬剤が流出
したり土壊に吸着されない状態で，直接ニカメイチユウ
に作用する場合の殺虫効果を知ろうとした。直径8．7×
高さ9crnの腰高シャーレに5.05cnlの深さに水を入れ
(300cc),この中にそれぞれの量の薬剤を投入し，室内
で採卵・孵化させ稲茎で飼育した1令虫（孵化後3日目
のもの)，2令虫（孵化後9日目のもの）を，それぞれ
Ⅲ0頭づつ稲茎に食入させたまま水面に浮かせ，ふたをし
て試験を行った。処理月日6月28日。4日後の27日に稲
茎内外での供試虫の生死を調べた。

調査結果は第2表の通りであった。即ちへブタは10a
当成分量120099サイメットの場合は3009以上で死虫
率100%となった。そしてへブタは3009以上で，サイ

第3表へブタ粒鎧別効果（漂準比）
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第3表がその結果である。ヘプタ各区はかなり高い効

果を示したが,1509．3009では多少もの足らない棟で

ある。600g処理区は非常に効果高く97月2日にはD

EP区(1回散布の効果）より被害が少なかった。しか

し1化期末にはDEP区(2回散布ずみ）に劣った。以

上の事からへブタ粒1回処理のみでニカメイチュウ1化

期を防除する為にば，少くとも6卯gの量が必要の職で

あるが，現在有機燐剤その他を2～3個散布している地
帯の第1～2回目散布に摸るものとして孵化初期に1回
処理する場合ば,1509～300gでもかなりの期榊塒て
そうである。

第2表へブタ・サイメット鐙別効果（死虫率）
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月 1化期ニカメイチュウ及びヒメハモグリパーに対する粒状殺虫剤の田面処理効果について－13－

塵イメット粒についても圃場試験を行ったが，愉時

鱸にせねばならない漏水の荘だしい、場であり，

>冷水であった為，試験結果力請L敬,た。再試験を行
冒から報告したい。BHCの土簸混入の場合,2~

ごとに給水を要する洞水田で効果が落ちなかった四

$（'57）の例（岡本・腰原，’59）や，愉時給水状

牒の落ちた成識（堀口,'60)が紹介されている

トイメットの櫛な吸収・移行による効果も大きいと

うれる薬剤でも，やはり極端な漏水や冷水は効果に
く影轡する櫛である。一

5へブタ粒剤応用試験

跨市の強湿田地帯に於て，ニカメイチュウ及びヒメ

ヅリパエに対して，ヘプタクロール5％粒(Vanli-

2)10a当成分趾6009を5月30B(発蛾最盛期言6

ﾖ）に1回田面処理し，これをEPN45%乳1500倍

i70J(6月2B),パラチオン46.6%乳1500倍80Z

目24日)，同1000倍108Z(7月11B)の3回散布の

Zと比較した。田植5月20日。1区'/sa,3連。

蛎4表有機燐横行散布区との比較（標準比）

りの効果が認められた。

ヒメン､モグリバエに対しては非常に効果が高かった。

6摘要、

1薬剤別効果：ニカメイチュウにはサイメットが最

も効果高く，次いでヘプタクロールであった。

2沈む粒剤と浮く粒剤：へブタのVamiculiteと

Altapulgiteの間に大差はなかったが9Vanmiculiteは

風のある時散きむらが出来る。
3へブタ作用機購：田水が浅いと効果が落ちる。こ

れは薬剤の溶け出した田水が虫体に触れての効果が主役
の為と考えられた。

4サイメット作用磯購：浅水でも効果が落ちなかっ

た。これは根からの吸収・移行による効果もある為と推

察された。

5持続効果：サイメツト，へブタ共，15日以上であ
った。

6処理量：死虫率100％を期待すればヘプタ12009,
サイメツト3009以上。実用的には両薬剤共150～3009
で期待出来る。

7実用性：へブタ600g孵化初期1回処理をEPN
1500倍十パラチオン1500倍十同1000倍の3回散布の慣行
区と比較して，そんなに遜色のない効果が得られた。
8ヒメ少､モグリバエヘの効果目各薬剤共効果が高か

った。
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第5表ヒメハモ釘リバエに対する効果（標準比）
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その結果は第4．5表の通りであった。ニカメイヂュ

ウに対するヘプタの効果は，前半期には慣行区に勝っ

たが，やはり2回目散布の効果があらわれ出す頃から慣

行区に劣る様になって来た。とは云え1化期末でもかな

つ
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